
２０１３年の新春を迎えて
八峰町長　加　藤　和　夫

し
て
雇
用
を
創
出
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
や
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
等
の
継
続
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

五
つ
目
に
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
が
秋
田
県
を
重
点

的
に
宣
伝
す
る
事
業
が
10
月
か
ら
展
開
さ
れ
ま

す
。

　

又
、
今
年
は
白
神
山
地
の
世
界
自
然
遺
産
登

録
20
周
年
を
記
念
し
た
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

更
に
は
、
日
本
で
唯
一
、
世
界
自
然
遺
産
と

密
接
に
関
連
す
る
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し

て
認
定
を
受
け
た
「
八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
新
し
い
資
源
の
活
用
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
事

業
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
観
光
客
の
誘
客
や

特
産
品
の
販
路
拡
大
等
、
八
峰
町
を
全
国
に
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
観
光
振
興
に
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
八
峰
町
総
合
振
興
計
画
や
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
各
種
事
業
・
施

策
の
積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
そ
の
裏
づ
け
と
な
る
行
財
政
基
盤

の
確
立
は
重
要
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
健
全
域

の
財
政
指
標
で
す
が
、
国
の
動
向
に
十
分
に
注

視
し
な
が
ら
、
一
層
健
全
化
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
治
体
を
と
り
ま
く
厳
し
い
情
勢
は
今
年
も

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
も
町
民
皆
様
が
ご
健
勝
ご
多

幸
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
課
題
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

主
な
課
題
と
し
て
、
ま
ず
、
基
幹
産
業
の
農

業
で
は
、
菌
床
椎
茸
栽
培
を
再
出
発
さ
せ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ホ
ダ
木
製
造
か
ら
販
売
ま
で
の

調
査
・
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
町
で
も
支
援

を
強
化
し
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
軌
道
に
乗
せ
、

生
産
額
向
上
と
雇
用
確
保
を
図
る
た
め
全
力
で

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
の
海
外
依
存
か
ら

国
内
生
産
が
見
込
ま
れ
る
生
薬
栽
培
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
試
験
栽
培
を
行
い
、
栽
培
結
果
を

検
証
し
な
が
ら
、
本
格
栽
培
に
向
け
、
着
実
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
つ
目
に
は
、
企
業
誘
致
し
た
ア
ワ
ビ
の
陸

上
養
殖
会
社
「
日
本
白
神
水
産
株
式
会
社
」
は
、

旧
八
森
小
学
校
を
活
用
し
て
昨
年
末
か
ら
操
業

開
始
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
養
殖
か
ら
加
工
ま
で
本
格
化
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
連
携
し
な
が
ら
、
漁

業
振
興
の
一
環
と
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

「
八
森
地
区
統
合
こ
ど
も
園
」
建
設
事
業
に
着

手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

用
地
確
保
次
第
、
具
体
的
に
入
っ
て
い
き
ま

す
が
、
当
初
計
画
よ
り
造
成
期
間
等
の
短
縮
が

見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
開
園
時
期
の
繰
り
上
げ

を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
経
済
・
雇
用
対
策
の
推
進
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
の
国
・
県
の
動
向
も
見
極
め
な
が
ら
、

町
単
独
で
も
、
新
し
い
分
野
に
挑
戦
し
、
起
業

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
春
先
の
暴
風
雨
、
夏
場
の
高
温
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
多
雨
と
異
常
気
象
に
悩

ま
さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
主
産
業
の
農
業
が
、
米
で
は
、

幸
い
平
年
並
み
と
な
っ
た
も
の
の
ミ
ヨ
ガ
等
の

減
収
、
大
豆
・
ソ
バ
・
ネ
ギ
の
収
穫
に
大
き
な

影
響
が
出
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
当
町
の
米
に
次
ぐ
生
産
高
を
上
げ

て
き
た
菌
床
椎
茸
が
、
大
震
災
後
に
ホ
ダ
原
料

を
変
更
し
た
あ
た
り
か
ら
品
質
や
収
量
等
厳
し

い
状
況
が
続
き
、
峰
浜
培
養
は
、
新
規
生
産
を

一
時
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

漁
業
で
は
、
暮
れ
の
季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
が
、

沿
岸
で
前
年
を
上
回
る
漁
獲
量
を
確
保
し
た
他
、

価
格
も
高
め
に
推
移
し
て
、
浜
は
活
気
づ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
10
月
28
日
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
０

０
０
日
を
達
成
し
、
県
知
事
と
県
警
本
部
長
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
偏
に
町
民

や
関
係
団
体
等
の
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
の
総
選
挙
で
は
、
再
び
政
権
交
代
し

ま
し
た
が
、
デ
フ
レ
脱
却
の
経
済
・
雇
用
対
策

を
は
じ
め
、
税
と
社
会
保
障
の
改
革
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
、
外

交
等
々
に
新
政
権
の
力
強
い
政
策
展
開
が
望
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
の
影
響
で
新
年
度
予
算
編
成
が
大

幅
に
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、
早
期
の
予
算
確
定

と
地
方
財
政
が
十
分
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
を
迎
え
て
、
今
年
も
町
の
様
々

　

１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
団
出
初
式
が

行
わ
れ
、
町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
沢
目
駅
前
で
分

列
行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の
観
閲
を
受
け

た
あ
と
、
峰
浜
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

た
式
典
に
出
席
。
式
典
で
は
、
加
藤
町
長

が
式
辞
を
、
本
多
団
長
が
訓
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て
功
績

の
あ
っ
た
方
々
や
消
防
協
力
者
に
表
彰
状

や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を

代
表
し
、
第
８
分
団
の
分
団
長
佐
々
木
一

雄
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
最
後
は
団
員
全

員
で
万
歳
を
三
唱
し
、
無
事
故
、
無
火
災

を
誓
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

本
部
分
団　

副
分
団
長　

金
谷　

弘
美

第
１
分
団　

副
分
団
長　

笠
原　

則
男

第
８
分
団　

分　

団　

長　

佐
々
木
一
雄

【
永
年
勤
続
功
労
章（
40
年
以
上
）】

第
12
分
団　

分　

団　

長　

白
木　
　

博

【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】

第
９
分
団　

分　

団　

長　

菊
地　

直
人

【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】

第
10
分
団　

分　

団　

長　

工
藤　
　

篤

第
15
分
団　

分　

団　

長　

須
藤　

志
郎

第
15
分
団　

班　
　
　

長　

平
沢　

金
義

【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】

第
１
分
団　

班　
　
　

長　

川
尻　

政
行

第
３
分
団　

班　
　
　

長　

木
藤　

精
輝

第
６
分
団　

班　
　
　

長　

白
鳥　

春
樹

第
７
分
団　

班　
　
　

長　

白
鳥　

和
美

第
７
分
団　

副
分
団
長　

白
鳥　

金
悦

第
10
分
団　

班　
　
　

長　

加
藤　
　

敏

第
11
分
団　

班　
　
　

長　

門
脇　

孝
寛

第
11
分
団　

班　
　
　

長　

工
藤　
　

栄

第
12
分
団　

団　
　
　

員　

和
平　

勇
人

第
14
分
団　

班　
　
　

長　

門
脇　

高
志

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】

第
３
分
団　

団　
　
　

員　

佐
藤　
　

裕

第
８
分
団　

団　
　
　

員　

後
藤　
　

豊

第
９
分
団　

団　
　
　

員　

菊
地　

敏
広

第
９
分
団　

団　
　
　

員　

佐
藤　

祐
介

第
11
分
団　

団　
　
　

員　

山
本　

正
春

第
13
分
団　

団　
　
　

員　

工
藤　

雅
樹

第
15
分
団　

団　
　
　

員　

金
谷　

将
博

●
秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】

第
２
分
団　

団　
　
　

員　

塚
本　

一
也

第
３
分
団　

団　
　
　

員　

小
林　

泰
樹

第
５
分
団　

団　
　
　

員　

米
森　
　

大

第
７
分
団　

団　
　
　

員　

神
馬　

正
志

第
８
分
団　

団　
　
　

員　

川
村　

裕
作

●
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

第
３
分
団　

団　
　
　

員　

斉
藤　

弘
泰

第
５
分
団　

団　
　
　

員　

嶋
田　

俊
弘

第
12
分
団　

団　
　
　

員　

小
野　

勝
彦

第
13
分
団　

団　
　
　

員　

三
沢　

義
将

【
３
年
精
勤
章
】

第
１
分
団　

団　
　
　

員　

菊
谷　

和
春

第
１
分
団　

団　
　
　

員　

笹
本　

忠
継

第
２
分
団　

団　
　
　

員　

大
高　

哲
錠

第
３
分
団　

団　
　
　

員　

伊
藤　

清
孝

第
３
分
団　

団　
　
　

員　

伊
藤　

靖
智

第
４
分
団　

団　
　
　

員　

田
崎　

照
俊

第
８
分
団　

団　
　
　

員　

伊
藤　
　

忍

第
10
分
団　

団　
　
　

員　

渡
邊　

雅
俊

第
14
分
団　

団　
　
　

員　

木
村　
　

務

第
14
分
団　

団　
　
　

員　

藤
田　

久
幸

第
15
分
団　

団　
　
　

員　

高
橋　
　

功

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る
記
念
品
授
与

及
び
感
謝
の
言
葉

水
沢
小
学
校
区　

水
沢
小
学
校
警
火
団

塙
川
小
学
校
区　

塙
川
小
学
校
警
火
団

八
森
小
学
校
区　

八
森
小
学
校
警
火
団

八
峰
町
消
防
団
出
初
式
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